
広域連携

独立性 と 連携
自治 共助・互助

地域性・歴史

規模のメリット 補完

効率

共同

省力化

視点
ねらい

物量・人員
面積・財政

共同購入
例：ドクターヘリ

地域・住民の安全・安心

人・雇用

減らす 維持 増やす

苦痛な
単純作業

サービスUP
の実現可能性
を作り出す

地域の活力

サービスレベルと雇用を維持・向上させ、住民の安全・安心をもたらす情報技術

情報
技術

現状 集約 リモート 連携

自律分散

意志決定者への
情報一元化・管理

夜間無人等への
対応

サービスレベル 日常＋緊急

低下 維持 向上

支所化

→ 物理的な存在
（消防車）

ワンストップ「効率化」
「無駄の排除」

地域医療
（救急車・病院）

消防
（消防車・サイレン）

防災力
(被災時ピーク)

住民の
自治体への
信頼関係

情報システムの導入ポリシー

＝

・図書館
・消防
・モニタリング

・具体の適用先
・ニーズと影響の吟味
・効果の計測・定量的把握

実績

検討課題


